
２１－７ 男女共同参画推進専門委員会議事概要 
 
日 時 平成２１年１１月２４日（火）９：１５～１０：３０ 
場 所 総合研究棟Ⅱ 第２会議室 
出席者 後藤理事、小川学長補佐 
    江成、中島、大西、冨田、松村、門脇、花見、石阪、鈴山、総務部長 
 
◎  前回議事概要の確認 

後藤理事から、事前にＥ－ｍａｉｌで確認した２１－６男女共同参画推進専門委員会議事概要につ

いては配付資料のとおり記録にとどめた旨の報告があり、了承された。又、１１月５日の部局連絡会

議において、前回（１０月２７日）の本委員会にて検討された『三重大学「男女共同参画に関する意

識調査」結果報告（素案）』について報告し、報告会開催の協力を依頼した旨、報告があった。 
 
Ⅰ 検討事項 
１．「男女共同参画に関する意識調査」報告会について（資料１） 

後藤理事から、「資料１」に基づき、「男女共同参画に関する意識調査」の学内報告会のプログラ

ム及び各部局における開催日程案について説明があり、検討の結果、了承された。なお、報告会の

資料等については、各部局委員と調整の上、準備することとした。 
 
◇主な意見 

○日程調整した際、医学部・病院から、報告会ではアンケートの報告だけでなく、今後の動きとし

て、委員会がどのようなことを考えているのか示して欲しいという要望があった。 
●ワーキンググループの検討状況に合わせ、示せるものは示していく。 
●アンケートの結果だけでなく、男女共同参画の 新の動向や「なぜ男女共同参画なのか」といっ

たことも話す。今回は部局別に行うので、部局毎の内容を交えて報告する予定である。これにつ

いては、各部局の委員と事前に打合せを行いたい。 
●全国の動向、全学共通部分、部局毎の特徴に整理するとわかりやすい。 
○教職員から「自由回答はどうなったのか」という意見があったので、何らかの形で活かすのだと

いうことを付け加えた方が良い。 
●自由回答については、更にデータの分析を進めた上で慎重に扱わざるを得ない。 

 
２．「男女共同参画に関する意識調査」のクロス集計について（資料２） 

後藤理事から、「資料２」に基づき、「男女共同参画に関する意識調査」の補足資料（クロス集計）

について説明があり、検討の結果、前回委員会及び部局連絡会議において報告した『三重大学「男

女共同参画に関する意識調査」結果報告（素案）』を本学ホームページに掲載することとした。 
 
◇主な意見 

○補足資料のホームページ掲載については、報告会において問題がない範囲を確認すると良い。 
○教員についても、職階により傾向が違うのではないか。 
●教員の職階別クロスについては作成を検討する。 



○教授会の広報資料として、部局のデータベースに載せても良いか。 
●部局内のデータベース等に載せることは構わない。 

 
３．各ワーキンググループでの検討状況について 
・コア人材育成ＷＧ（鈴山主査） 

今回の報告会と次年度の研修体制、コア人材の育成について意見交換を行った。なお、アンケ

ート結果については体系的な分析が行われていないので、各ＷＧからアンケート分析を行うメン

バーを出していただき、集中的に分析を行う体制を作りたい。 
 
・制度整備ＷＧ（大西主査） 

育児短時間勤務制度について検討し、(1)取得できる期間：「小学校３年生終了時まで」 (2)在
職要件：「なし」 (3)勤務形態：「個別対応型。ただし、勤務時間について別途要件を満たすもの」 

(4)その他：「本給、賞与、諸手当、昇給・昇格、退職手当、年休、特休については、国家公務員

の取扱いと同様とする」 という方針で提案することとした。又、当該制度を利用しやすくする

ためには代替職員の雇用が不可欠で、そのためには拠点となる男女共同参画推進センター（室）

を設置して代替職員雇用に係る予算の確保及や管理・運営を行う必要があり、代替職員の勤務時

間についても、育児短時間勤務者を補う勤務時間と同じかそれ以上にすべき、という意見である。 
◇主な意見 

○短時間勤務者の給与と代替職員の雇用財源に問題がある。国が行っているものは、短時間勤務に

よって浮く人件費相当分しか代替職員を雇えない。又、短すぎる勤務時間では代替職員を希望す

る者がいない。 
●予算の確保が難しい。 
●「小学校３年生終了時まで」というのは国家公務員の制度より進んでいるが、どういった理由か。 
○保育園は１８時頃まで預かってくれるが、小学校の低学年のうちは、初めはお昼、しばらくする

と１４時頃に帰ってくる。学校や地域に学童保育があれば良いが。 
○一人で留守番できるのが４年生以降ということである。こども未来財団のベビーシッター育児支

援事業も小学校３年生までとなっている。 
 

 ・環境整備ＷＧ（冨田委員） 
全学的に使用可能な保育施設が是非必要であるが、当面の措置として、学内に子供と一緒に仕

事ができるスペース（部屋）を申請・利用できるようにしてはどうか、という意見が出た。 
 
Ⅱ報告事項 
 １．その他 

①次回開催日 
１２月２２日（火）９：１５～ 

 
以 上 


